
＜ 初夏のみずべ公園・生きもの観察 ～⑦植物に集まる虫たち‐その他の植物＞

こんにちは。５/12ひたち野うしく小４年生と歩いたみずべ公園、前号までキク科の仲間を紹 介し
しょうかい

ました。今回は、それ以外の植物と虫たちです。

観察ビンゴシートに「穴のあいた葉」というのがありみんなで探
かんさつ あな

しましたが、ほとんど葉 脈だけになってしまったギシギシの葉が
ようみゃく

ありましたね。よく見ると、甲 虫の仲間がびっしり。コガタルリ
こうちゅう

ハムシでした。幼 虫もギシギシの葉を食べます。
ようちゅう

そして、左のギシギシには、黒いかたまりにクロヤマアリが集

まっていました。よく見ると、黒いかたまりはアブラムシ。アリ

たちは、アブラムシが出す甘いつゆをもらっているのでしたね。
あま

続いて、田んぼのあぜなどしめりけの多いところに見られるケキツネノボタン。体 長７ mm程度
たいちょう て い ど

のとても小さなハナアブの仲間、ホソヒメヒラタアブが蜜や花粉をなめていました。
みつ か ふ ん
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ギシギシの葉を食べるコガタルリハムシ。幼 虫もギシギシの葉を食べ、レース 状 に葉 脈だけが残ることも多い。
ようちゅう じょう ようみゃく

ギシギシの汁を吸うアブラムシから、甘いつゆをもらうクロヤマアリ。
しる あま

ケキツネノボタン（左）と、その蜜や花粉をなめるホソヒメヒラタアブのオス（右）。
みつ かふん



次は、アブラナ科の仲間で北アメリカからやって来たマメグンバイナズナ。ナズナの仲間がなぜア

ブラナ科なのかは、花を虫めがねでよく見ると分かるでしょう。色や大きさは違っても、花のつくりは
ちが

とてもよく似ています。ハエやハナアブの仲間が来ていました。

こちらの小さなくすだまのよう

な花にも、ホソヒメヒラタアブ

が来ていました。花はその名も

クスダマツメクサ、マメ科の小

さな花が 50個くらい集まり、直

径 1.5cmほどのくす玉 状 になり
じょう

ます。というと、このハナアブが

どんなに小さいか分かりますね。

風にゆれるシダレヤナギの葉

には、虫こぶとさなぎがついてい

ました。虫こぶはシダレヤナギ

ハオオコブフシといって、ハバ

チの仲間が寄生してできたもの。
き せ い

さなぎはヤナギハムシのさなぎ

です。テントウムシのさなぎにち

ょっぴり似ていますが、たまごや
に

親の 姿 も少し似ています。
すがた に

最後にハグロハバチ。幼 虫はギシギシの葉を食べて
ようちゅう

いるのをよく見かけますが、この成 虫はイタドリの葉
せいちゅう

にいました。以前にもイタドリで見かけたと思い調べてみ

たら、幼 虫が食べるのはギシギシだけでなく、スイバや
ようちゅう

イタドリも食べるということでした。【理科支援員:宮内】

マメグンバイナズナの蜜や花粉をなめるハエの仲間（左）と、ホソヒラタアブ（右）。
みつ かふん

西アジア～北アフリカ原 産のマメ科
げんさん

の仲間、クスダマツメクサの蜜や花粉
みつ かふん

をなめる、ホソヒメヒラタアブ。

シダレヤナギにシダレヤナギハオオコブフシ（左：ハバチの虫こぶ）とヤナギハムシのさなぎ（右）。


